
基礎教育研究センターが
考える「我々の目的」

この資料は、以下の会議において、「2030年の基礎教育研究センター」について意見抽出したものを取りまとめた、中長期
目標・計画策定のための「意見まとめ」に関する概略案である。

2017-07-10 基礎教育研究センター会議

2017-07-10 G新カリキュラムWG

2017-07-15 部局内概略案提示

2017-08-03 G新カリキュラムWG・概略案一部修正

2017-08-07 基礎教育研究センター会議

2017-08-21 G新カリキュラムWG

2017-08-28 G新カリキュラムWG・原案提示（予定）
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基礎教育研究センターは
何をするのか
• 時代や環境の変化に
伴う価値観の変動を
超越した、人間形成、
人格完成に資する

• 一般教養の修得を助
ける

• 教養とは、知識を活
用し、様々な視点から
物事を考え、時代や
環境の変化に柔軟に
対応し、総合的に判
断できる能力を指す

高度な専
門知識

総合的な
判断力

豊かな人
間性
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基礎教育研究センターの
エンドユーザー

• 直接相互作用する「学
生」の「学び」を最大化
する

• 他のステークホルダー
は「学生」を介して我々
と繋がっている

• 「学生」の「学び」が関
係者の利益に直結する

学生

地域
企業

保護者

受験生

卒業生

その他 専門課程
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2030年に目指すべき
「目的」について
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基礎教育研究センターの
教育の理念
将来像：

• 教養教育・リベラル・アーツ
を展開できる能力を涵養し、
高大接続のための教育と
教育研究の実践する

• 拠って立つ”Home”の確立
を促す。 ”Home”を包含す

る社会に貢献する、広い知
識と国際的・学際的視野を
持った人材育成のための
教育を実施する

学び方を
学ぶ

自主的・自律的に学ぶ

幅広い興味・関心
の喚起

協調・協働により互い
に高め合う教育

“Home”
地域・分野・

etc.

地域を知る・地元を知る

視点を転換(鳥瞰・虫瞰）
し物事を考える

専門分野に展開可能
な基礎的教育

専門知識の
分野横断
展開

国際的感覚

異文化理解
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基礎教育研究センターの
教育の目標

• 学生が主体的に学ぶための
知識と方法論を提供する

• 学生の「学び」における高大
接続と専門接続を容易にす
る教育を提供する

• 多様化する学生・聴講生を見
据えた履修モデルの複線化・
6年8年モデルの作成

• 地域のリベラル・アーツ・セン
ター機能：学生と一般聴講生
が共に学ぶ講座を開設する

教育の内容

STEM

社会・
政治

主権者
教育

専門基
礎

基礎学
力

教職教
育

その他

*項目の並び順は任意

ティン
カリン
グ

涵養するもの

人間性

批判的
知性

創造的
知性

社会的
責任意
識

他者理
解

異文化
理解

その他

*項目の並び順は任意

協調性

基礎体
力
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教育機関としての大学

大学教育に対するニーズ・
社会環境
• “Home”の一つとして地域
を据える学生の輩出

• 人口減少に備えて一人ひ
とりが活躍できるような多
様な学生への人材育成

• 研究成果の地域展開し、
地域産業に資する

• 地域シンクタンク：時代に
即した人材招聘機能(講演

企画実施・教員の新規採
用）

多様な学生
への対応

履修歴

専門性の違
い

配慮すべき
障害等

興味関心の
違い

その他

人材供給源・地域研
究機関としての大学

小中学校支援

高大連携卒業生の活躍

在籍学生

地域課題への
取組

研究成果の
発信地域への研究投

資(機器開発等)

研究機関としての大学
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八戸工業大学の学校資本・
アセット
• 真面目で純粋・素朴な
学生・卒業生の築いた
評価

• 夏季冷涼なほどよい
地方都市

• 広い校地・駐車場、国
道沿い・インター側を
活かした市民への施
設・設備提供

• 課題
少人数カスタマイズ教育に
対応する整備
少人数用のゼミ室を多数
ICT機器の整備と常時更新
教材開発期の人材投入

市民利用の促進
大教室・ホールを整備し、多
様な講演等の開催機能
ゼミ室の一般研修利用

体育館の整備・改修
体育館は地域防災拠点
青森国体2025年開催予定

周縁の学生街の発展
大学活用の機運を助ける
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八戸工業大学の基礎教育の
独自性

• リベラル・アーツを敷衍す
る教育
各種民間団体との連携

地域活動の教育への取り
込み

• ICT利用によるカスタマイ
ズ教育・教材開発
高大接続科目

専門との連携

専門間の融合

• 課題
多様な教員の専門性
を、ただの寄せ集めに
しないシステム

人材採用の抑制の中、
多様化する学生へのカ
スタマイズ教育提供に
はICT教材開発が必須

カスタマイズ教材での
指導補助に、積極的に
関与する学生グループ
の立ち上げ
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